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研究成果の概要（和文）：本研究は、東北地方の震災地において、GISを用いた効率的なガレキ・廃棄物処理方法の提
言を目指すとともに、廃棄物から代替資源及びエネルギーを生成する新しい技術の普及を達成することで、効率的な資
源循環や原子力発電に代わる新エネルギー供給システムの可能性を検証する。また、代替資源供給システムの構築によ
って期待される地域雇用の創出の経済的評価を行い、長期的な震災復興を目的とした政策として新しいオプションを提
示することを目的とする。以上より震災地での新たな代替資源供給システムが環境政策、復興支援、資源・エネルギー
政策においてどのような意味を持つか、工学的及び政策的な角度から検証評価することを目的とする。

研究成果の概要（英文）：We explore the economic policies the disaster area after in Tohoku region. We anal
yze efficient waste and debris processing system by using geographic information system (GIS). We also exp
lore the way for the dissemination of new technologies of producing energy and alternative resource from w
aste and debris. Eventually, we aim to verify the possibility of a new energy supply system to replace the
 nuclear power. Further, by using a method of economic evaluation of the creation of local employment expe
cted by the construction of an alternative resource supply system and verify its cost effectiveness, and t
o present a new option as a policy for the purpose of disaster recovery long-term I it is an object. As th
e overall results of above projects, we propose a new alternative resource supply system after the disaste
r and presented either have what meaning environmental policy, reconstruction assistance, in resources and
 energy policy, from policy and engineering perspective.
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１．研究開始当初の背景 
東日本大震災以前から、東北地方の経済は停
滞していることが指摘されていた。震災以降、
は停滞期からさらに下降傾向が見られてい
た。震災は経済に直接的な被害を与えるとと
もに、大量のがれき処理、原子力発電所事故
後の対応など、東北地方は非常に多くの問題
に新たに直面した。この問題の解決と地域復
興を連携させることを目標に、東北地方の現
状の把握と、目標の効率的達成のための政策
提言を行うことを計画するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、東北地方の震災地において、GIS
を用いた効率的なガレキ・廃棄物処理方法の
提言を目指すとともに、廃棄物から代替資源
及びエネルギーを生成する新しい技術の普
及を達成することで、効率的な資源循環や原
子力発電に代わる新エネルギー供給システ
ムの可能性を検証する。また、代替資源供給
システムの構築によって期待される地域雇
用の創出の経済的評価を行い、長期的な震災
復興を目的とした政策として新しいオプシ
ョンを提示することを目的とする。以上より
震災地での新たな代替資源供給システムが
環境政策、復興支援、資源・エネルギー政策
においてどのような意味を持つか、工学的及
び政策的な角度から検証評価することを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
東日本大震災後の東北地方の経済について、
(1)マテリアルフローの手法を用いたがれき
量の把握、(2)それにともなう廃棄物処理に
関わる住民の支払い意思額の推定を行った。
また、それらがれきの処理の効率的資源配分
を確立するために、(3)より一般的な産業廃
棄物処理技術の効率的実施・普及拡大につい
て、パラメトリック・ノンパラメトリックな
効率性分析を用いて推定した。同様の手法を
用いて、水質汚染の改善に関しても分析を行
った。さらに（4）震災後のエネルギー市場
を考察する上で、代替エネルギーの導入に対
する支払い意思額の評価を行った。また（5）
震災後の生物多様性の保全の価値を環境評
価法に基づいて行った。 
 
４．研究成果 
地域経済における東北地方沿岸のがれき堆
積量の分布は、地形とその地域の資本ストッ
クの分布に依存したものとなっているが、そ
れに加えて非常に大きな地理的不確実性を
持っている。このため、復興にあたってはよ
り地域の情報を有している地方政府が中央
政府よりも災害への頑健性を高めるために
重要な役割を果たすことが分かった。実際、
水質汚染・大気汚染の改善技術について、同
様に地方政府が中央政府よりも導入に意欲
的であることが分かった。さらに、企業レベ
ルで見ても制度が緩和されることについて、

地域により根づいていない多国籍企業の方
が、反応が大きいことが分かった。今後政府、
企業に関して地方の果たす役割は大きいこ
とがわかる。 
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